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１．概要（Summary） 

当研究室では、金ナノ構造／酸化チタン電極を作用電

極として光電気化学測定を行うと、プラズモン共鳴スペクト

ルに対応して、波長 450～1300 nm の可視・近赤外光を

高効率に光電変換できることを明らかにした[1]。窒化ガリ

ウムは、伝導帯の下端が酸化チタンやチタン酸ストロンチ

ウムよりも負の位置にあり、二酸化炭素の還元などへの利

用も期待される。そこで窒化ガリウム基板上に金ナノ構造

を作製し、金ナノ構造／窒化ガリウム薄膜電極によるプラ

ズモン誘起光電変換システムを構築し、光電変換特性を

検討した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ヘリコンスパッタリング装置，真空紫外光露光装置，電

界放射型走査性電子顕微鏡，X 線光電子分光装置 

【実験方法】 

洗浄処理を行った窒化ガリウム薄膜基板上にヘリコン

スパッタリング装置により厚さ 3 nm の金を成膜した後、窒

素雰囲気下、800℃で 1 時間加熱することにより金ナノ粒

子構造を作製した。洗浄処理の際に真空紫外光露光装

置を用いて酸化処理を行った。作製した金ナノ粒子構造

／窒化ガリウム薄膜電極を作用電極とし、対極に白金、参

照電極に飽和カロメル電極、電解質溶液として 0.1 M 過

塩素酸カリウム水溶液を用いて 3 電極系光電気化学測定

を行った。さらに参照電極を除いて 2 電極系光電気化学

測定を行った。  

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 真空紫外光露光装置の酸化処理前後の窒化ガリウム基

板の X 線光電子分光測定により、酸化処理後の表面の

酸素存在比が増大し、酸化が確認された。作製した金ナ

ノ粒子の平均粒径は酸化処理を行わない基板で 150 nm、

処理した基板で 104 nm であった。Fig. 1 (left) に示す

ように金ナノ粒子径が大きいほどプラズモン共鳴スペクト

ルは長波長側に観測された。3 極系光電気化学測定の結

果、金ナノ粒子構造／窒化ガリウム薄膜電極において 0 

V (vs SHE)で可視光照射による光電流が確認された。そ

れぞれの基板についてプラズモン共鳴スペクトルと良い一

致を示す IPCE アクションスペクトルが得られた(Fig. 1 

(right))。 
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Fig. 1. Plasmon resonance spectra of AuNPs/GaN (left) and 

IPCE action spectra using AuNPs/GaN thin film electrode 

(right) 

 これはプラズモン共鳴により窒化ガリウムと金の界面で

電荷分離が誘起され、光電流が発生しているためだと考

えられる。 

 

４．その他・特記事項（Others） 
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